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第 1章緒 言
従来我国で最も普遍的に存在し，今次大戦後特に問題になったのは蜘虫症である。之に就て
森下氏等は環境及び生活条件の悪化がもたらしたものとした。近時漸く都市に於ては諸事情の
好転と共に鯛虫感染者の減少を示しているが街農付では高率な保卵者がみられた。きれば儀多
の姻虫卵が常に排地され，これが原因となって感染を繰返しているわけで特に我国農村の保健-
衛生上寒心に耐えないところである。肥料として人糞を使用している我国の現状に於ては畠の
土壌中のみならず砂塵の中にも 2 廊下や車中の床上，畳等の鹿咲中にも存し，叉野菜類にも附
着し広く分布して感染源をなしている事が考えられる O
而して自然環境下に於て姻虫卵は発育して感染の機会を待ち，叉漸さえ死滅して行くわけであ
るが，この姻虫卵の発育，生存に関しては実験室内の研究では知悉されているに拘らず，自然
環境下に於ける卵子の状態についての業績は比較的少く充分間明されたとは言い難い。そこで
著者は，谷川教授御指導のもとに自然界に於ける姻虫卵の分布及び自然環境下殊に土壌表唐の
卵子の発育及び生存期間に就て実験研究を行った。蓋し此問題は姻虫感染の季節的消長や共の
予防対策を検討するに重大な意義を有するものと思われるからである。こ ~Vこ得た成績を報告
し諸家の参考に供する次第である。
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第2章女 献
抑々畑虫卵は尽く糞便中に排世され，この糞便が
肥料として或は野糞として直接間接に自然界を汚染
する。自然界に置かれた胴虫卵は気象的・人工的方
法で更に広く移動し或は撒布され，一定の発育の後
に感染する機会を待ち，傍ら自然に死減してゆく。
か Lる畑虫卵の分布に就ての調査は感染予防の上か
ら極めて重要な問題なので古くから種々の報告があ
る。即ち耕作地土壌殊に野菜畑の如く糞便を肥料に
する地に就ては吉田・安保・越智その他の報告があ
る。野菜も感染源としては大きな意義をもち，沢回
は野菜漬物il昆湯処理のみで感染率を低下せしめんと
したヰ呈で、ある。
岩橋・植草・河野・村地・小林その他多くの報告
があげられる。特に笛木は畑土壌，床上の砂塵，畳
の塵挨，野菜等の蜘虫卵を調査し，畑土壌に於ては 
66%，中成熟卵 37%を証明した。叉野菜 24種に於
て合計 44.2%に蜘虫卵を見出し中 28%は成熟卵で
あったと。
更に耕作地以外の土壌よりの検出例も少くなく， 
Headlee• Cardwell• C. u. Davis ・Nair.Winfield 
& Yao・高崎等が報告してしる。屋内にも姻虫卵の 
発見される場合がある。
この汚染方法は風により屋外より飛来するものも
あわ汚染地区戒は耕作地では被服・身体等に附着
した卵が落されることによる。
高崎や Brownの土問塵換中よりの検出例等はそ
れである。更に風により運ばれる場所水流により移
される処その他種々の物品・場所に捨て西村・笛木・
角・今園等数多の報告がある。しからば上述の様に
自然界到る処に撒布された卿虫卵は如何なる消長を
示すか。との中感染予防上最も問題になるのは土壌
に撒布された卵子の運命である。この方面の研究は
比較的少し、。
古く Brownがパナマに於て各種土壌中の姻虫卵
の発育を報告し叉越智は野外耕作地で同様の観察を
行ったが，野菜畑の日当良好・地味肥沃な土壌に卵
子を撒布し，豪雨による虫卵の流出を藁廷でさけ乾
燥に過ぎる時は水分を補ってし、るの之は全くの自然
状態とはし、えない。小県も土壌中に混じた卵を自然
環境下に放置して観察し 1月.-.9月実験開始のもの
は発育可能だが 10月以降のものは全く発育をす L
めなかったと云っている。最近には角の報告があ
る。氏は室内・軒下・屋外の土壌表面に畑虫卵をま
き自然の俸に放置しその態度を検索し，発育は室内
最もよく屋外之に次ぎ軒下最悪であると云った。而
して此等の結果の差異は強度の乾燥と強い日光との
影響によって生じたものと思われると Lた。日光の
曝露により発育の阻害されるととは周知の知くであ
るが，その作用は化学線と熱糠に別けて考える必要
がある。紫外線に就ては Ruppert.Seide等が報告
し更に佐々木の研究がある。氏によれば紫外線の短
時間の照射は姻虫卵の発育に好影響を与えるが，そ
の時聞が一程度を超えるとその発育は阻害されると
しヴ。熱線に就ては山下の実験があるが，氏は赤外
線の熱作用よりは寧ろ光学的作用を強調した。併し
その作用は著明なものではなし、。如上強い日光の曝
露が畑虫卵に与える影響としては気温条件の他に紫
外線の作用も無視出来まい。
第3章 菌然界に於砂各掴虫卵の分布
第 1節実験対象
①大学附近の畑土壌 
② 当教室寄生虫部室
③全 化学部室 
④ 農家畳ごみ
⑤塵挨 
l l@“駅伺官軍(íØR1~ご三(房総東線誉田駅〉f 
⑦蝿
畑士壌から畑虫卵の発見されることは多くの人に
より証明されているが，他のものと比較対照の意味
で調べた。そら豆・三月豆・小松菜・ほうれん草・
菜畑・キャベツ・大根・ねぎ・小麦・大麦・馬鈴薯
等の畑の土壌である。検査時期が4.-.5月で、あった
ので多くは 1間以上の施肥を行っている。教室も常
に寄生虫実験を行っている寄生虫部室の床塵と之を
行わない化学部室を調査しその汚染の程度を検L
た。畳のごみは市j京都市東村瀬叉部落の農家より採
取した。此処は田に囲れた低地と，畑のみの台地と
あり台地は 1]月 12月風が強かった。ほこりは教室
(寄生虫部室を除く〕の窓の枠のほこり及び農家より
採取した。誉田駅は農家よりの通勤人が相等多いの
で之により伝搬されはせぬかと思い，朝の通勤時間
後の床上を調べた。自由は寄生虫卵伝搬を相当行うと
考えられているが，農村及び教室附近にて捕獲して
調査した。
第 2節実験方法
実験対象は総て硫酸マグネシァ飽和液(比重 1260)
による浮波法を用いた。標本は 3枚宛作製し検査し
た。
①畑土壌: 各地より採取せる土壌をよく乾燥せ
電器
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しめ之を細かb、金網でふるL、，検査単位を 19とL
てスピッヲグラスを使用して 20分以上浮離せしめ
た後鏡検した。
②及び③教室床塵: ①に同じ。
④畳ごみ: 各畳ごみより大きなごみ(硝子片・
豆・米粒・頭髪等〉を除き之を 19宛測り然る後金
網でふるって浮活字法を行った。
⑤ほこり: 窓枠に積る塵挨を筆にて採集した。
場所により量が異り，検査単位を一律にする事は困
難であるので採取箇所を単位として 0.2--0.5gを測
った。
⑥駅床土: ①主同様。
⑦臨: 腎.激液を少量スピッ Yグラスに入れ，こ
の中で被検体を充分に振還した後，更に浮活字液を重
ねて入れ浮漉せしめた。
第3節実験成績
①畑土壌: 第 I表の如き成績である。
即ち検査単位を Jg(同一材料より 19宛3回検査
す〉とし， 30箇所に就て検索した結果 15箇所に畑
虫卵を発見した。卵は一般に発育初期のもの多く成
熟卵は全体 (44箇〉の 5%であった。
②及び③教室床上: 寄生虫部室は 30箇中 13
箇所即ち43%に見出し，検出卵は幼若なものが大部
分であり，成熟卵は 21箇所中 2箇所で 10%であっ
た。畑畑虫卵数を 100として比較すると 48である。
化学部室は検出率低く 13%に見出しその発見卵総
数は 6箇に過ぎず成熟卵は1なかった。叉畑虫回虫卵に
対する比は 14であった。
④畳どみ: 30回中 5回(17%)に発見したが，
検出卵数6箇中成熟卵を見出さなかった。畑姻虫卵
に対する比は 20である。
③ほこり: 35回中 16回に発見した。
即ち 46%の高率であり，検出卵数は 26箇でモの
中成熟卵は3笛， 11.5%であった。畑姻虫卵に対す
る上tは74であるの叫
⑥駅待合室: 4%に過ぎず成熟卵は 1箇もなか
った。
⑦蝿: 50匹中全然見出されなかった。
上述の如く土壌や塵挨中に卵が多数発見された事
は，それらの卵子が直接的に或は接触・虫媒・風媒
等により人体内に侵入する事を示し，特に風媒が軍
要私意義をもつであろうことを思わせる白
第 4聾土壌表面に於砂る姻虫卵の寵命
地表面に撒布された畑虫卵が自然の俸の状態，即
ち気温の高低・乾湿の度合により如何なる発育状態
を示すか，どの程度生存し得るか，叉発育及び生存 
1 j_ 2 j 3 j 4. r5 j 6 j 
麗挨当衛生学教室
畳ごみ畠土壌 駅待合室 臨
寄部生室虫 j化学部室 (窓の桟〉
検 査 単 位 0.2-0.5g 1919 1919 19 1四
30 3530 30 30 50検 査 総 数 50。4 5 16 21315自国虫卵検出回数 
F % 43% 13% 46%17%50% 09合4% 。 。 。 。 7 。 。死 l?Js 。3 213 228単 品目 目包 期検 。 4 。 。61 13複 岸田 E包 期出 。 4 。 。3 19四 露目 胞 期姻 。 。 。 422桑 実 期虫 。 2。 。 1瞬 虫ヰ 期~ß 。 。。 。 322仔虫形成期数
6 26 
5% 
44 21計 
。%
6 
。%
‘2 
。10% 11.5%0% 今も ~ß熟成 0% 70 20 7420147 7100単位中の胴虫卵総数 
48100 14 14 5畑畑虫卵に対する比 / / 
検 査 σ〉 時 期 4--5月 12.-.3月 2--4月 1....12月
 5月 12月 4月
。牛。
 。
。
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期間に差異をもたらす最も大きな条件は何であるか
を追究すべく昭和 26年 11月 14日より実験を始め
た。
第 1節実験材料
①受精卵: 受精卵を多く含むノへ糞を反覆水で洗
って集卵した。
②土壌: 畑土壌を一旦乾燥舗にかけ之を素焼植
木鉢にスれ自然環境下に周囲と高さを一致させて置
いた。この土壌が周囲より水分を吸収して湿潤した
時に上記畑虫卵を撒布した。
第 2節実験方法
実験材料は屋外日当場所・屋外日蔭場所に於て発
育状態・生存期聞を追究した。此実験は毎月 1回行
い，卵の死誠する迄観察した。 
日当場所は日照時殆ど宜射日光をうけ，雨天には
直接雨水により湿潤し，晴天には風の影響もうけ速
かに乾燥する。日蔭場所は深く差出された軒下で終
日殆ど直射日光をうけることなく雨天にもその物理
的影響は少いと思われる。晴天にも完全に乾燥する
事少く霜のたつ事も少し、。
第 3節検査方法  
被検土壌 1--2gを 50%アシチプオルミシ液に 1 
--2時開放置し反覆水洗して飽和硫苦液にて浮漉せ
しめて鏡検した。畑虫卵の生死判定は形態的に行う
他，全部死滅左思われるものは瓦培養を用い，仔虫
形成卵に就ては動物実験により感染能力を検した。 
即単細胞期及び発育途上にあるものでは次の如き所
見を示すものは死卵と判定した。 
1) 空胞形成(日旨肪~性): 空胞様物が卵細胞内
に生ずる。之は空胞ではなく脂肪である。 
2)溶解: 卵細胞内の頼粒は疎少或は皆無となり
卵殻内は線維様透明物質が入って居る様に見える。 
3)収縮: 卵細胞は球状に収縮して卵殻内不定の
部{立に存在する。
の陥没: 卵細胞:のみでなく卵殻も共にー側叉は
両側・一端又は両端と云う様に不定の部位で陥没す
る。'(
仔虫形成卵に就ては向好適な条件下に移し観察し
たが，卵殻内に空胞を形成したもの，仔虫体内の栄
養頼粒が融合して脂肪球様にみえるもの，仔虫体内
に頼粒がなく硝子様にみえるもの等は~性卵判定の
基準とした。
第 4節実験成績
第 1項屋外日当地に於ける土壌表面
関西虫卵子の発育及び生存期間 
木実験は第 2節に述べた屋外目当地に於て行われ
た。その成績次の如し。。11月 14日， 土壌に撒布された蜘虫卵は越冬
して 3月 20日即ち 127日で分裂を始め， 5月 4日に
は桑実期に達するものが現われ， 5月 25日には麟掛
期， 6月 1日には仔虫形成卵が現われた。此時，仔
虫卵を白鼠に試食せしめたが感染能力はなかった。
その後 6月 20日に行った試食実験に於て 5日後
に肝中に幼虫を見出した。即ちこの時期に初めて感
染能力を得たものと思われる。
しかしてか Lる時期まで発育したものは一部の卵
に過ぎず 6月 30日には全卵安』性した。
土壌中に卵を撒布してより 229日である。
2) 12月 10日に設置したものは，翌年 3月 27日
即 108日で分裂を始め， 4月 16日(128日〉には桑
実前期のものが現われたが， 5月 10目即ち 152日に
は仔虫形成することなく全卵震性した。
3) 昭和 27年 1月 16日に設置したものは 4月 14
日に至り分裂を始め， 4月 23日(98日)には桑実期
に達したものもあったが， 5月 10日即ち 115日には
総て死被した。
4) 2月 15日に設置したものは 4月 20日に複細 
胞期になったものもあったカら 4月 20日即ち 74日
には全卵Z羽生した。これは瓦培養を行ったが発育す
る事はなかった。
5) 3月 12日に設置のものは発育途次にて死誠し
た。即ち 5月 1日に発育を始め， 5月 4日(53日〉
には 4細胞期に達したが， 5月 21日即ち設置後 70
日で震性卵となった凸
之は形態的に生活卵を思わせるものもあったが，
総て瓦培養に依って発育をみなかった。
6) 4月 21日に設置したものは 5月 12日即ち 21 
日で分裂を始め， 6月 3日には桑実期に 6月 13日に
は幡齢期に達するものが現われ 7月 2日 (72日〉に
は仔虫形成した。
然しこの実験に於ては桑実期より麟掛期に移行し
たもの即ち仔虫形成にまで至ったもの少く，大部分
は桑実期より安性した。仔虫形成卵は 7月 14日即ち
仔虫形成後 12日で試食試験陽性即ち白鼠に感染せ
しめ得た。か Lる仔虫形成卵が全く死滅したのは 8
月 19日(設置後 120日〉であった。
7) 5月 30日に設置したものは 6月 7日即ち 8日
で分裂を開始し 6月 28目ビは桑実期に達するもの
現われその 10日後 7月 8日には麟齢期， 7月 19日
には仔虫一形成卵を認、めた。設置後 50日目である。こ
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第 E 表 屋外目当地に於ける土壌中畑虫卵の発育及び生存期間〈その 1)
番 発育開始 仔虫形成 最終発育状態 死 滅 目、
号 
培養年月日
検査目 i経過日数 検査日|経過日数j検査日|発育段階 検査目 i経過日薮
1
2 
3
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
昭2和6.年1:月 14日昭2和:7.年 3月.20日 
12. 10 3.27 
127. 1.16 4.14 
2.15 4.20 
3. 12 5. 1 
4.21 
、 
5.12 
5.30 6. 7 
6.24 6.29 
7.18 7.21 
8. 17 19 8. 
9. 10 9. 15 
10，1 10. 7 
127日
108 
89 
65 
50 
21 
8 
5 
3 
2 
5 
6 
月 日 日
6. 1 200 
一 
一 
一 
7. 2 72 
7. 19 50 
7.19 25 
一 一 
8.28， 11 
10. 17 37 
一 
月 日
4.16 
4.23 
4.20 
5. 8 
一
一
一
7.25 
一 
一
10. 14 
一 
桑実前期 
桑実期 
二細胞期 
四細胞期 
一 
一 
一 
桑実期 
一 
桑実期 
昭和毎月 30日6. 
5.10 
5.10 
4.30 
5.21 
8. 19 
8.19 
8. 1 
8. 3 
9.20 
28. 2. 25 
4. 2 
日 
229 
152 
115 
75 
し 
70 
120 
81 
38 
16 
34 
168 
183 
土壌中畑虫卵の屋外目当地に於ける発育及生存期間〈その 2)
番号|培養年月日|検査年月日|鰭|発育状態 l替番号|培養年月白(検査年月日(開発育状態|瞥
昭和年月 日 年月 20日 127H 
月 日 年用 日 日 
3. 分裂開始 一 7 7.26 57 仔虫形成期 十5.30 
5. 4 172 桑実期 一 8.19 81 恋性期 一 
1 126. 1. 14 5.25 193 蜂↓斜期 一 6.29 5 分裂開始 一 
6. 1 200 仔虫形成期 一 7. 6 12 
議桑J実期 一 6.20 219 仔虫形成期 + 7. 13 19 齢期8 6.24
6.30 229 ~性期 一 7.19 25 仔虫形成期 一 
3.27 108 分裂開始 一 7.26 32 仔虫形成期 十 
2 12.10 4.16 128 桑実前期 一 8. 1 38 ~性期 一 
5.10 152 .~性期 一 分裂開始7.21 3 一 
4.14 88 分裂i開始 一 9 7. 18 7.23 5 四細胞期 一 
3 27. 1.16 4.23 98 桑実前期 一 7.25 7 八細胞期 一 
5. 10 115 ~性期 一 8. 3 16 ~性期 一 
4.20 64 分裂開始 一 8.19 2 分裂開始 一 
4 2. 15 
4.30 74 ~性期 一 8.23 6 桑実期 一
分裂開始 10 8. 17 
8.26 9 蜂J齢期 一 
5. 1 50 一 8.28 11 仔虫形成期 一 
5 3.12 5. 4 53 四細胞期 一 
5.21 70 ~'性期 
9. 4 18 仔虫形成期 十
一 9.20 34 密性期 一 
5. 12 21 分裂開始 一 9.15 5 分裂開始 一 
6. 3 43 桑突期 一 
6.13 
9.29 19 桑実期 一 
6 4.21 
53 蜂J齢期 一 10. 9 29 蜂}齢期 一 
7. 2 72 仔虫形成期 一 11 9.10 
7.14 84 仔虫形成期 
10. 17 37 仔虫形成期 一+ 
8. 19 120 安性期 
1. 1 52 仔虫形成期 +一 28. 2. 25 168 ~性期 一 
6. 7 8 分裂開始 一 
6.28 29 桑実期 
10. 7 6 分裂開始 一 
7 5.30 一 12 10. 1 10. 14 13 桑実期 一
7. 8 39 蛸 4齢期 一 
7.19 50 仔虫形成期一 
28. 4. 2 183 変性期 一
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の仔虫卵は 7月 26目即ち仔虫形成後 7日で動物試食 
実験陽性となった。 しかして全卵が死漉したのは 8
月 19日設置後 81日であった。
8) 6月 24日に設けたものは 6月 29日には分裂 
を開始し， 7月 6日には桑実期に達するもの現われ，
7月 13日には麟齢期， 7月 19日には仔虫形成卵を認
めた。即ち設置後 25日であった。之は 7月 26日設
置後32日で動物感染力を得た。しかして 8月 1日即
ち設置後 38日には総て愛性卵となっていた。
め 7月 18.日に設置したものは仔虫形成を完成す
ることなく 8細胞期にまで、発育したがその億恋性し
た。即ち 7月 21日(設置後 3日)で既に分裂を開始
し， 7月 23日には 4細胞期， 7月 25日には 8細胞
にまで分裂したが， 8月 3日には全部震性した。
此時瓦培養を行ったが発育するものはなかった。 
10) 8月 17日に設置したものは設置後 11日で仔
虫形成した。即ち 2日目に分裂を始め 6目白には桑 
実期， 9日目には麟齢期， 8月 28日11日目には仔
虫形成卵となった。 
この仔虫形成卵はその後 9月 4日(設置後 18目) 
には動物試食実験陽性となった。即ち卵を試食せし
めてより 3日目に白鼠の肝臓中に幼虫を見出した。 
その後 9月 20日には全卵死被，設置後 34日目であ
る。
11) 9月 10日設置のものは 9月 15日に発育を始 
め， 9月 29日， 19目白には桑実期に達し 10月 9日
29日には麟叫期に 10月 17日， 37日目には仔虫を形
成した。か Lる仔虫卵は 11月 1自に初めて感染力を
得た。しかして翌年 2月 25日(設置後 168日〉には
全卵斐性した。
12) 10月 1日設置のものは 10月 7日即ち 6日目
には発育を始め 10月 14日には桑実期に達したがそ 
の俸の状態で越冬し 4月 2日183日に死被した。 
如上の実験は気温に左右される処大なるに鑑み各
月各日の最高最低気温も検査したが，それに就ては
考察の項に於て記述する(第E表その L そのめ。
第 2項屋外目蔭地に於ける土壌表面
自国虫卵子の発育及び生存期間 
木章第 2節に記述した目i基地に於て，前実験と同 
様毎月 1回宛に姻虫卵を撒布 L，昭和 26年 11月 14
2) 12月 10目設置したものも発育することなし
に翌年 4月 1日(113日)に全部震性卵となった。こ
の時瓦培養を行つでも発育するものはなかった。 
3) 昭和 27年 1月 16日に設置のものは， 4月 19
日には全卵死被したが，単細胞の偉であった。勿論 
瓦培養に依っても発育をみられなかった。設置後 94
日である。
の 2月 15日のものは 5月 1日， 76日目で分裂
を始め， 5月 25日， 100日目で桑実期に達するもの
現われ， 6月 15日劇齢期'， 6月 28日， 134日目には
仔虫形成卵が現われた。この仔虫卵は 7月 19日即ち
設置後 155日，仔虫形成後 21日で感染能力を得た。
5) 3月 12日に設置したものは 5月 8日即ち 57
日で分裂を始め， 5月 29日には桑実期， 6月 14日に
は蜂i餅期に達し， 6月 28日， 108日目には仔虫を形
成した。この仔虫形成卵は 7月 5日に行った動物試
食実験で陽性で、あった。即ち仔虫形成後 7日で感染
力を得たわけで、ある。
6) 4月 21日に設置したものでは 5月 18日即ち
27日で分裂を始め， 6月 1日に桑実期， 6月 15日に
は麟齢期に達するものが現われ 6月 28日，設置後
68日で、仔虫形成卵が現われた。この仔虫卵はその 7
日後，即ち 7月 5日の動物実験に於て白鼠を感染せ
しめ得=た。 
7) 5月 30自に設置のものは 6月 9日即ち 10日
目で分裂を始め， 6月 23日には桑実期， 7月 7日に 
は開叫期に達し 7月 21日，設置後 52目で仔虫を形
成した。この仔虫卵は 7月 27日，設置後 58日，仔
虫形成後 6日で動物試験陽性となった。しかしてこ
の卵は 10月に至る迄生活し， 10月 30日設置後 153 
日には全卵蛮性した。
8) 6月 24自に設置した畑虫卵は 6日後の 6月
30日には分裂を始め， 14日目には桑実期に， 21日
自には麟餅期に達するもの現われ， 7月 21日， 27日
自には仔虫を形成した。之は 7月 27日に至って白鼠
に感染せしめ得た。設置後 33日目，仔虫形成後 6日
白である。その後生活を続けて設置後 128日目即ち
10月 30日に至って全卵死践した。
9) 7月 18日に撒布した卵は 7月 21目， 3日目
には既に分裂を始め， 10日自には桑実期， 17日目
白より 27年 10月 1日迄観察を行った。その成績は、には麟蛸期に達し 8月 10日即ち 23日で仔虫形成し
次の通りである。。11月 14目設置のものは発育することな〈翌
年 4月 1自には全卵変性した。之は瓦培養を行った
が分裂しなかった。即ち設置後 139日である。 
た。この仔虫形成卵は 8月 16日， 29日目には白鼠
試食実験陽性となった。即ち試食後 5日目に肝臓よ
り幼虫を見出した。この虫卵は設置後 129日， 11月
25日に死滅した。この時殆ど形態不明で核崩壊が行
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第 E 表 屋外目蔭地に於ける土壌中畑虫卵の発育及び生存期間(その 1)
番 発育開始 ザ虫形成 最終発育状態 死 減 目
号
培養年月日
検査臼|経過回数 検査日|経過日数 検査目|発育状態 検査日|経過日数 
1 26年.1月1. 14 日
R 日 日
一
周 日
一
日 
一 / 単細胞期 27年. 4月..，_1日 13円9 
2 12. 10 一 一 一 一 / 単細胞期 4. 1 113 
3 27. 1. 16 一 一 一 一 / 単細胞期 4. 19 94 
4 2. 15 5. 1 76 6.28 134 一 一 10. 17 245 
5 3. 12 5. 8 57 6.28 108 一 一 10. 8 210 
6 4. 21 5. 18 27 6.28 68 一 一 10. 8 109 
7 5.30 6. 9 10 7.21 52 一 一 10.30 153 
8 6.24 6.30 6 7.21 27 一 一 10.30 128 
9 7. 18 7.21 3 8. 10 23 一 一 11.25 129 
10 8. 17 8.20 3 8.28 11 一 一 11.251. 100 
11 9. 10 9.15 5 10. 12 32 一 一 11.25 77 
12 10. 1 10. 7 6 一 一 一 桑実期 4.30 201 
土壌中蜘虫卵の屋外日蔭地に於ける発育及び生存期間(その2)
融関月一日報r~ 1'f)j¥-~~~庁 番号培養年月日[検査年月日 経日過数 発育状態 感力染 
11221f珂dztH331恋性期 周回年 6月.30日 日 6 分裂開始 
21 12. 10 41||m|| 密性期|一 
7. 8 14 桑実期 一 
7~ 15 21 鰯齢期 一 
4. 191 94 蛮性期(一 
8 6.24 
7.21 27 仔虫形成 一 
5. 1 76 分裂開始 一 7.27 33 仔虫形成 トー
5.25 100 桑実期 一 10.30 128 ~性卵 一 
4 2. 15 6. 15 121 瞬齢期 一 7.21 3 分裂開始 一 
6.28 134 仔虫形成 一 7.28 10 桑実期 
7. 19 155 仔虫形成 十 9 7. 18 8. 4 17 麟齢期 一 
/ 10. 17 245 ~性期 一 8. 10 23 仔虫形成 一 
5. 8 57 分裂開始 8.16 29 仔虫形成 十一 
5.29 78 桑実期 11.25 130 密性期 一一 
5 3.12 6.14 94 麟斜期 一 8.20 3 分裂開始 一 
6.28 108 仔虫形成 一 8.24 7 桑実期 一 
7. 5 115 仔虫形成 + 10 8.17 8.26 9 瞬齢期 一 
10.， 8 210 ~性期 一 8.28 11 仔虫形成 一 
5.18 27 分裂開始 9. 4 17 仔虫形成 十一 
6. 1 41 桑実期 11.25 100 密性期
恒ゐ-‘
一 
6 4.21 6.15 55 麟齢期 一 9.15 5 分裂開始 一 
6.28 68 仔虫形成 一 9.25 15 桑実期 一 
7. 5 75 仔虫形成 + 11 9. 10 10. 5 25 瞬齢期 一 
10. 8 109 ~性期 一 10. 12 32 仔虫形成 一 
6. 9 10 分裂開始 11.25 77 安性期 一一 
6.23 24 桑実期 一 10. 7 6 分裂開始 一 
7 5.30 7. 7 38 麟齢期 一 12 10. 7 10. '1 10 桑実期 一 
7.21 52 仔虫形成 一 28. 4.30 201 愛性卵 一、 
7.27 58 仔期形成 + 
10.30 153 ~性期 一
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われていた。 り，高温及び高度の乾燥は蜘虫卵の死減を速めるこ
10) 8月 17自に設置したものはやはり 3日自に と，桑実期以降の虫卵の発育には特に水分の必要な
は分裂を始め 7日自には桑実期， 9日目には矧齢期 ることが明らかにされた。
になり， 8月 28自には仔虫を形成した。そして 9月 第百表乾湿土壌に於ける岨虫卵発育の比較 
4目，仔虫形成後 6日で動物に感染せしめ得た。設 
置後17白目である。この卵は11月25回全卵死被し 
た。撒布してより 100目であるの 
11) 9月10日のものは 5日目に分裂を始め， 15目
自には桑実期， 25日自には麟昼間jに達し， 10月 12
日， 32日目には仔虫を形成したσ勿論此卵もその後
感染能力を備えたであろうが動物試験は時期を失し
た為行わなかった。之は11月25日，撒布後77自に
全卵死被した。 
12) 10月 1目，地表に撒布された畑虫卵は 6日後
には分裂を始めlO日目には桑実期迄に発育したが，
更に分裂を行うことなくその俸越冬し翌 28年4月に
至り死減した(第JI表その 1，そのめ。
第 5章乾瀧土壌表面に於け各
岨車卵の発育実験
前章に於て説述した二実験は殆ど自然環境で卵の
発育を観察したもわであるが，本章は土壌の乾湿が
蜘虫卵の発育に如何様に影響するかを検討したもの
である。
第 1節実験材料
受精卵及び土壌は前章に於て述べた通り。
第 2節実験方法
I I2. I3 I5 I7i101 T2oT15TI7' 30 
目 |日|目|日 1・日|日 |日!日|日
1 1 1 1 1 1 1 l l } 
32 7 1 11 2 1100単純胞期 
67 32 2A. 複細胞期 
55 6四細胞期乾
81 81 74桑実期牒ー
朝専齢期 1 1土
仔虫形成期壌 
11 6 10 18 23 98 100~性卵 
培養) 
81 47 11 2 21 3 100単細胞期 
18 52 21 1 2B. 複細胞期 
54 27 

桑実期 
  
四細胞期湿
10 438 65 76 ?国
3118 15 44 1麟齢期土
80 41 88仔虫形成期壌 
1 1 51 2 21 2 31 7 ~性卵 
c.単細胞期 99d51 29 14 1 
0.5! 67 2 
r、四細胞期 
複細胞期 
21 15 
61 80 17 13 T 2桑実期ケ
76 3 6 10フ 麟齢期 
73 75 80 91仔虫形成期 
グ 2 4 7 11 12 81 9 ~性卵 
対照カ
素焼植木鉢に盛った土壌面に受精卵を撒布し， 第6章紫外線の弼虫卵発育に及ぼす彰響 
鉢はデシケ{夕{中に収めー鉢は水に浸レ恒に湿潤 紫外線の虫回虫卵に及ぼす影響に就ては古くより追
せしめてを〈。但し気温の影響を避けるためこの二 究されているが，その作用は土壌の乾湿，従て姻虫
つの鉢及び対照として普通カワラケに受精卵を培養 卵の乾湿によって差異があるかどうかとし、う実験は
したものを 250Cの瞬卵器に収め連日観察を行つ 行われていなし、。そこで著者は次の如く実験した。
た。検査法は前章の通りである。 第 1節実験材料
第3節実験成績 乾熱蹴菌後完全に乾燥せしめたカワラケ上に濃厚
対照として行ったカワラケ培養では 2日目より分 豚姻虫卵液を滴加し室温にて乾燥せしめそのま Lシ
裂を始め， 15日自には 73%仔虫を形成した。之は ャーレに収め之を乾燥状態の実験材料とした。一方 
30日に於て完全に発育したもの 91%に達した。之 メヂウムとして水道水を盛ったカワラケ培養器の凹
に対し湿潤土壌に於ける発育は 3目自に分裂を始め 面に水道水を入れそれに上記獲厚卵液を滴下し常に 
17日目に仔虫を形成した。カワラケ培養に比しゃ L 水浸しの状態、にしたものを湿潤状態の実験材料とし
発育の遅延がみられるが，それでも 30日目には完全 た。
に仔虫形成をした。一方乾燥土壌に於ける発育は不 第 2節実験方法
完全で仔虫形成することなく15日自には殆ど， 17 上記実験材料に就て人工太陽灯を用い一定時間 1
目白には全卵死被した。之を仔細に観察すると 2日 回照射及び反覆照射を行い，後 250Cの騨卵器にて
目より発育を始め湿潤土壌に比し発育良心 7日目 耳議を行った。照射時間は 1分間， 5分間， 30分間，
には 81%が桑実期に達している。然るにその後の 1 時間， 2 時間である。向この太陽灯は 2980~3900Å
発育は不良で 10日内に死滋して居る。此実験によ (殊に 3130A)の紫外線を発する。 1時間照射に際し
I
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第V表紫外線:1阻照射に対する姻虫卵の態度 2. 湿潤状態にて照射した成績(その 2)
1. 乾燥状態で照、射せる成績(その 1) 
-

1 
3日
1 
5日r7目 114日1 21日
250 4単細胞期 
50複細胞期 
32 9四細胞期対
62 79桑実期 
照 2 8昨l齢期 
2 98 98仔虫形成期 
2 2密性卵 
3 24&‘単細胞期 
52 1複細胞期 
1333四細胞期1 
74 160桑実期 
分 5104麟齢期 
9594仔虫形成期 
5~性卵 
57 28単細胞期 
43複細胞期 
34 12四細胞期5 
559 79 7桑実期 
分 35 8 5瞬齢期 
1 89 78仔虫形成期 
1 12~性卵 
2 2 561 1単細胞期 
39考複細胞期 
834 130 四細胞期 
5480 3260桑実期 
分 5 8 28 19蝋齢期 
2 13 20仔虫細成期 
3 23l!e性卵 
4 5 858 7単細胞期 
2 139複細胞期 
20 43 38 271 四細胞期 
51 74 43 36桑実期時
5 6 4間 麟齢期 
4 7仔虫形成期 
'12 42安性卵 
1260 11 10 8単純胞期 
40 15 3複細胞期 
40 252 13四細胞期 
30 58 24桑実期時 58。3 3蝋齢期問
4仔虫形成期 
15 68~性卵 
単細胞期 61 1 
複細胞期 38 
1 四細胞期 1 41 8 
「ノJ、桑実期 
蛸齢期 
56 
3 
81 
9 
仔虫形成事 1 98 97 
安性卵 2 3 
単細胞期 51 2 
複細胞期 46 
5 四細胞期 3 41 10 
桑実期 55 81 6 3 
分 時ヰ餅期 2 9 5 5 
仔虫形成期 89 85 
~性卵 7 
単細胞期 47 6 3 4 
複細胞期 51 2J 
30 四細胞期 2 46 32 1， 
桑 実期 50 59 40 29 
分 麟齢期 2 3 45 28 
仔虫形成期 12 23 
~性卵 15 
単細胞期 
複細胞期 
49 
51 
2。 1 8 10 
1 四細胞期 39 42 20 5 
時 桑実期 58 57 38 30 
間 麟齢期 1 23 7 
仔虫形成期 8 12 
震性卵 3 36 
単細胞期 59 4 ，15 12 9 
複細胞期 39 2 5 
2 四細胞期 2 39 20 10 5 
時
間 
桑実期 
麟齢期 
54 
1 
57 
3 
68 29。
仔虫形成期 6 . 
~性期 4 57 
一一一 )3日 15日 17日 114日TiI日
照射面の温度 t昇は 20C以内である。この太陽灯を
用い，照射方向にi([角面 20cmの距離に実験材料を
おき照射した。
第 3節実験成績
.第 1項 1回照射に対する畑虫卵の態度 
1回照射のみで、は乾湿両法共極立った差異を認め
なかった。即ち 1 5分照射のものでは両者共仔虫"，， 
を形成Lた。 30分照射のものでは共に仔虫を形成し
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第百表 紫外線反覆照射に対する畑虫卵の態度
毎目一定時間人工太陽灯を照射して 7日間継続， 照射終了後 10日目に於ける成績 
A. 乾燥状態に照射せる成績， B. 湿潤状態に照射せる成績
桑実期 略齢期 仔虫単細胞期複細胞期四細胞期 愛 性 os 
匂め 匂も〉 形成期 核(崩%壊~j内膜く%剥〉離j C%) jその他空胞形成C%) C%) く%)
39 555 11分間A. 
42 1 17 3 
22 
735分間 
爆乾 . 116730分間 
状 525 7631時間 
態 2060 12 82時間 
4 6 656 616 61分間B. 
2 1750 8 3 15 55分間湿 
j閏 48 ‘ 22 19 1130分間 
状 26 848 181時間 
態 18 22 9512時間 
たが対象に比し発育の遅延がみられる。
1--2時間照射のものでは共に著明な影響をうけ
卵の愛性が促進された。此場合乾燥の方の愛性度は
湿潤のものに比し幾分強度である。即ち紫外線の照
射が一定限度を超えた場合は姻虫卵の発育を阻害L
遂には愛性に陥入らしめる事が明らかであるく第V
表その 1，そのわ。
第 2項紫外線の反復照射に対する
姻虫卵の態度
毎日一定時間太陽灯を照射して 1週間継続し照射
終了後10白目に於ける培養成績を検討した。その成
績は第四表の通りである。即ち乾燥状態に作用した
ものは 1分， 5分照射のものに多少発育するのをみ
たが，大部分は単細胞の偉で、あった。叉湿潤状態畑
虫卵に作用せしめた実験では， 1分， 5分照射のもの
に分裂をみたが30分以上で、は発育しなかった。
この実験では多くの恋性卵を得たが，それは乾湿
-両法共核崩壊のもの多く内膜剥離，空胞形成が之に
次いだ。叉乾燥状態のものには核崩壊した卵が多し
湿潤状態のものには空胞形成がや L多かった。
第 7章者 察
1) 畑虫症が我国農村に大きな被害を与えている
事は周知の事実であり，今日に於ても宿高率に畑虫 
卵保有者を検出してし、る。しからば感染源、たる畑虫
卵は如何なる場所医どの程度に存在しているであろ
2か。耕作地土壌では安保(1926)によれば 1100g
の土壌より数十笛の蜘虫卵を得て居るが，著者の成 
績では 30gの土壌より 44箇を得た。しかもその中
の 5%は成熟卵で、あった。 4月及び 5月に検査を行
ったので、あるが前者の方が検出率が高かった。土壌 
検査にあたっては時期を選ぶべきで、施肥の目よりの
経過が長ければ長い程検出率が悪し、。勿論施肥され
た尿中畑虫卵の多少に左右されるわけで、あるが，土
壌表面蜘虫卵の風その他による移動が考えられる。
この事は教室や農家畳の塵挨各 30g 中 26~6笥の卵
を検出した事によつでもうかがわれる。叉直接畑か
らの飛塵を蒙らぬ駅の待合室に於て卵子を検出した
のは人によっても卵が移動する事を示してし、る。
但し自由からは 1箇の畑虫卵も検出されなかった
が，之は陶(1935)によれば恐らく輔自ら肢脚をす
り;合わせ附着した卵子を振り落すのではあるまいか
とし、う。以上の様に自然界に於ける蜘虫卵の分布は
極めて広範なる事を再確認したが，この中特に流行
学的に問題になるのは土壌面に於ける阻虫卵の態度
である。そこで著者は特徴あるこ場所を選んで蜘虫
卵子が如何ように発育するかを観察した。
わ先ず目当場所に於ける実験成績を検討してみ
よう。昭和 26年 11月は最高気温平均 14.730C最低
気温平均 3.230 Cでこの時期に土壌面に撒布された
卵子は発育する事なく越冬し翌年 3月 20日に至り 
始めて発育を開始している。 3月 18日の最高気温は
18.500で、あった。ところが27年 10月の畑虫卵は早
くも 6日目には分裂を始め 13日目には桑実期にま
で達したにも拘らず遂に仔虫を形成する事なく 4月 
には死誠した。
10月の平均気温は 20.48--12.830Cである。この
実験によれば日当土壌面の虫卵は 200C近くの気温
により分裂を始め容易に桑実期迄発育するが，爾後
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の発育にはやはり 200C以上の高温と充分な水分が
必要であるらししもし桑実期に達L乍ら冬季の如
く乾燥と極低温が続けば死滅する他はない。叉単細
胞の俸の状態で、は低温並‘び、に乾燥に対し強い抵抗性
をもち，好季節が至れば良く成熟卵に迄発育する事
が察せられる。
胞の偉死減してし、る。目当地に於ける実験では単細
胞期にとどまるものはなかったが日蔭地で発育不良
なものは全て単細胞で終った。即ち常に湿潤してし、
るに拘らず分裂せぬのは気温が卵子の発育に不適当
であることを示すものであろう。(日蔭地は日当地
の如く気温が上らない。〉 同時期の目当地に於ける 
12月より 3月の間は遂に仔虫を形成せず，すベτ 、実験と比較すると，目蔭地のものの方が生存期聞は 
5月中旬迄に死誠してし、る。平均気温は 12月 13.04
，、 090C-1.7.9....月2， 0C0.59-9.93---月1，240C...1.

3月14.8....4.50Cである。これらの卵はすべて 4月ょ

り5月の間に発育を開始し分裂を行し、乍らもその俸
死協した。之も低温に加うるに乾燥がもたらした結
果で，分裂開始後もしも水分を与え土壌を湿潤せし
めていたら完全な発育をみたのではなかろうか。
越智(1932)の野外耕作地での実験は之を裏書し
て居る。即ち氏は乾燥にすぎる時は水分の補給を行
ったが， 12月5白土壌面に撒布した卵子は翌年6月
25目期ち 189日後に仔虫を形成したと述べて居る。
4月中伺以降 6月下旬に至る聞は最高気温平均4月 
17.980C，5月 23.240G，6月 27.40C，最低気温平均
4月 8.280C，5月 14.240C，6月 20.050Cで発育に好
適な季節で何れも仔虫を形成した。仔虫形成に至る
期間は気温の上昇につれて速くなり反面生存期聞は
短くなった。 7月設置のものは 3日後には分裂を始
め容易に桑実前期迄に発育したが遂に仔虫を形成し
なかった。気温は 30.2--21.00Cで高温乾燥の季節で
ある。即ち高温に加うるに乾燥は卵の桑実期以降の 
発育に不適である。生存期間亦年聞を通じ最も短く
僅かに 16 日に過ぎぬ。 8月は平均気温 3 1.8~22.60C
で 7月より高温であるにも拘らず良く仔虫形成迄に
至ったのはこの季雨量多く土壌国が湿潤に保たれた
為と思われる。
森の報告によれば同}温度では湿度の高し、程発育
が良く低下に従い死滅するとい U 叉蜘虫卵発育に 
要する湿度は 90% l~ _l:高温では 95% 以上と述べて
いるが之は良く著者の実験成績と合致する。 9月は
平均最高気温 25.920C平均最低気温 16.660Cでこの
期の卵の発育は可良で， 1良く仔虫形成期迄に達し，
しかも仔虫卵の俸で越年する。仔虫卵は低温乾燥に
耐え翌年3月迄生存する。従てこり期に日当土壌に
撒布された畑虫卵は感染の面から大きな意義をもつ
ものと思われる。 
3) 次に目蔭地に於ける成績を検討してみよう。
11月中旬より 1月中旬に至る寒冷の時期に設置した
幾分短い。 
2月中旬以降'9月迄の実験に於ては全て仔虫形成 
に迄発育している。発育開始迄に要する日数は気温
の高い程短し、。従て目当地に比し僅かに遅延する。
叉仔虫形成に要する日数も 1....134日で気温に関係
し日当地に比し長L、。併乍ら生存期間は 109....245 
日で目当地に比し長L、。叉目当地では極暑の 7月に
設置したものは仔虫形成をせずに終ったが，目蔭地
では完全な発育をみた。即ち直射日光による気温の
上昇，乾燥が日蔭地に於ては比較的少いためである 
う。 
10月設置のものは速かに桑実期に達したが，その 
まL越冬し爾後気温の低下と乾燥のために仔虫を形 
成することなく死滅した。但しこの場合でも生存期
間は日当地より長し、。
の以上の実験成績を綜合してみると次の通りで
ある。発育開始の時期は目当地にて 3~10 月の間，
日蔭地に於ては 5~10 月の聞で気温に影響される事
が大である。叉仔虫形成の時期は前者 6月 1日より
10月 17日の 138日間，後者 6月 28日より 10月 12
日の 106日間で 200C以上の高温を要する事がうか
がわれる。併乍らその生存期間は前者 16--209日平
均 115日であるに対し，後者では 77--245日平均
141.5目である。こ Lで注目されるのは湿度の問題
で高温乾燥の状態では蜘虫卵の死滅が著しく早まっ
ている事である。の しからば室内実験の上でもこ
の事をい L得るであろうか。著者はこの事実を判然
と裏付けるためにデ、シケ{ターを用い少しく極端な
実験を行った。気温の影響を避けるため恒温 250 C
の下に観察したが，果して強度の乾燥状態に置いた
卵子は速かに桑実期に迄達し乍らそのまふ発育を停
止し 20目自には完全に斐性した。しかるにこの程度
の温度は湿潤状態の卵子には頗る好適の如く湿潤土
壌面の蜘虫卵はや L発育の遅延は認められたが， 20 
日目には略々完全に仔虫を形成した。同一温度では
乾燥度が高度なればなる程卵の死滅を速める事を確 
めた次第である。之は著者の 7月に於ける設営に於
もので、は，総て発育する事なく 94~139 日後に単細，て日当地の卵子は速かに死減したのに反し日蔭地に
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ては良く仔虫を形成するに至った事実に一致する。
叉桑実期J;J，降の卵の発育には特に水分が必要である
うと推測した事にも誤りはなかったのである。めし
からば夏季日当地に於ける姻虫卵の早期死践はたど
高温と乾燥のみに起因するのであろうか。著者は紫
外線の作用に着目し実験的にその反覆照射は畑虫卵 
の発育阻害乃至殺疎を惹起する事を認めた。即ち夏
季に於ける太陽線中紫外線の増量は畑虫卵に対し有
害であろうと思考した。勿論実験状況とは異り，自
然界に於ては空気の清浄度とか雲の影響或は地表面
の状態等により紫外線量は具ろうが，夏期畑虫卵の
早期死滅現象は高湿・乾燥によるの他紫外線の作用
も無視し得ないのではなかろうか。
7) 最後に，以上の研究成績を疫学的に検討して
みよう。之は姻虫感染の季節的消長やその予防対策
を按ずる上に重要戸、あると思われるからであ品。従
来我国r於ける姻虫感染は野菜，風塵等に関連して
その機会の多い季節のあることがし、われている。即
ち笛木によれば葉菜類の出廻りの良い 6月及び10月
を中心としてそ・の前後に感染の機会が多く，叉風塵
中の卵は 3月・ 4月の強風で運ばれるものが多いこ
と等から，少くとも東京地方では春と秋とに感染が
多いとし、う。矢島・松林は 4~5 月及び 9~11 月の
頃感染が多レとした。叉松崎は関東地方で感染状況
に就て調査し晩秋初冬の山と春より初夏にかけての
μ!とを認め，前者の山は主に漬物によるもの，後者
の山は主に風塵によるものと推定した。著者の成績
によれば，感染能力のある仔虫形成卵は目当地に於
ているわけで，しかも虫卵は葉菜類に多い事からそ
れらの出廻る 9・10・11月頃に最も感染機会が多いと
いふ得ょう。之は矢島が卵陽性となるのは 1月に最
多を示すと述べた業績に一致する。一方目当地に於
ては 11.4・5.6.8.9月に撒布された虫卵は各々 6・7・
7・7・9・11月に成熟卵となるがその寿命は短い。従て
流行学的には日当地に於ける畑虫卵の意義は少い様
であるが，向多少越年仔虫卵もあるので之は 3~4月
に於ける所謂風塵感染の原因と考えられよう。併乍
ら絶対的数量よりみても目蔭地7・8.9・10・11月の期
間にある畑虫卵の方が蓬かに重要な意味をもゆて居
り，前述の仮定の如く野菜に附着してし、る虫卵を目
蔭の状態にあるものとすれば，沢田が野菜漬物温湯 
処理のみで著明に畑虫感染を防止せしめ得たのも首
肯できる。以上の畑虫感染の考察は感染源の面のみ
からの推論に過ぎなし、。同時に生体の側よりの考察
が必要である。生体の抵抗力乃至感染し易き季節の
問題，駆虫の時期から再感染までの期間等がある。
手島の調査(未発表〕によれば感染源の如何に拘ら
ず駆虫陰転後 2~3 ヶ月後の感染が著明に多く，叉
感染の山が 1個で 8月に頂点があり漸次降る結果を
出し前記文献の結果と異った結論を出している。何
れが正確であるか俄に説断出来なし、が，かりに駆虫
を 4-......5 月に行えば 6~7 月に於ける再感染が最も多
い事は当然である。叉著者の実験から見ると 6月に 
於て始めて仔虫卵が生じ，越冬した仔虫卵は僅少と
推定出来るので 4--5月に感染の山を措く風塵感染
に疑問がもたれる。むしろ 8月に山をもっという手
てはふれから10・11・12.1・2月， 日蔭地に於ては 7・ 島の成績に合理性が認められるようである。向此問 
8・9・10・11月の各期に於てみられている。 題の解決には対象の選択，統計のとり方の吟味，駆
今仮に野菜に附着して居る虫卵を日蔭の状態にあ 虫の回数及び時期の検討が加えらるべきは勿論であ
るものとすれば 2・3・4・5.6・7・8月に附着した卵は皆 る。 
7・8・9・10・11月の間成熟卵として感染の機会を侠つ
第 8章総 括
著者は姻虫症の流行病学に重要な意義をもっその感染源の状態を観察せんとして本実験を遊
行した。即ち先ず自然界に於ける嗣虫卵の分布を知るため畑土壌始め数種の材料につき約 250
回に豆り検査した。更に地表に撒布された鯛虫卵の発育並に生存期間について精密な観察を試
み，旦研究室内の実験成額と対比検討した。その成績の主要なものを総括すると失の如くであ
る。 
1) 畠土壌，教室床上の塵，畳のこみ，窓枠の塵挨，駅待合室床の砂塵の各 30，. 50回の検
査に於て夫々 50，43，13，17，46，4%の検出卒を得，而も可なりの成熟卵を見出しずこo、但し 50 
Eの蝿の検査では姻虫卵は何れも陰性で‘あった。
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2) 土壌商に撒布された蜘虫卵の発育開始の時期は日当地に於て 3--10月の問，日蔭地に於
て5--10月の聞である。発育を始める迄に要する期間は前者2--127日，後者3--76日で気温が
高くなるにつれて短くなる。 
3) 仔虫形成の時期は前者6月1日より 10月17日の 138日間，後者6月28日より 10月12
日の 106日間で此場合適度の温度と充分伝る湿度が必要である。 
4) 乾湿両土壌商に於ける畑虫卵の生存期聞は前者16--209日平均115日であるに対し後者 
77--245日平均141.5日である。 
5) 日当地に於ては 4--9月の聞に撒布された卵子は年内に仔虫を形成する。(但し 7月設置
のものは 16月で金卵変性したが之は高度の乾燥に7Jnうるに高気温の故と思われる。)10月以降
のものの多くは越冬後仔虫を形成する。日蔭地に於ては 2--9月の間に撒かれた卵子は総てそ
の年内に仔虫を形成し以降のものは完熟せずに死滅する。 
6) 室内実験により高度の乾燥は畑虫卵の死滅を速める事を確めた。叉乾燥状態に置かれた
畑虫卵は趨溜下には零易に桑実期に淫するがそれ以降の発育は困難で、あること，従て桑実期以
降の発育には特に水分が必要であると思われた。 
7) 紫外線の長期曝露並に反覆照射は蜘虫卵の発育を阻害する。従て夏季虫卵が早期に死滅
するのは勿論乾燥・高温が主悶であろうが街紫外線の作用も全然無税することは出来ないと思
考された。
之を要するに自然環境下の蜘虫卵の発育殊に桑実期以降の発育には 200C以上の高温と充分
なる湿度を要し，もしそれが得られぬ時は漸次死滅するものなること，又その生存期聞は一般
的に日蔭地に於て長く，直射日光による気温の上昇と乾燥は生存期間を短縮すること，紫外線
量の過多は卵の死滅を促すことが明らかにされた。従て自然環境下の鯛虫卵が問題になるのは
特に 6--11月の聞であるが，地表に撒布さfiた姻虫卵の疫学的意義は日蔭の面に於て日当地に
於けるよりも大であることを確認した。
(本研究は昭和25年 11月より昭和28年 12月までに施行され，本論文の要旨は昭和28年 5月
白木衛生学会に於て報告された。〉
稿を了するに当り，終始~らぬ御愛情と御懇切なる御指導を賜り，御校閲の労を恭うした恩師
谷川i教授に深甚なる謝意を表する。叉御助言を得た田波助教授・突川講師並びに衛生学教室員各
位に謝辞を捧げる。
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